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だれひとりとして持ち上げることができない「夜なき石」。

あの石の下には怖いものが住んでいるという。むかしから力

じまんたちが石を持ち上げようとしたけれど、だれも持ち上

げることができなかった。死んだお父さんも、そのまたお父

さんも…。 

そんな石を持ち上げようと、ぐん太は立ち上がった。毎日毎

日、あたりの石を持ち上げて、ぐん太は村でいちばんの力持

ちになった。力くらべの旅にも出た。でも、あの石だけは持

ち上げることができなかった。 

ある夜、死んだお父さんが夢で語った。あの石は力だけでは

持ち上がらないと。ではいったい何が必要なのか、ぐん太は

はたしてあの石を持ち上げることはできるのか…。 

 

喜び、悲しみ、くやしさを知ったとき、人は世界一強くなれ

る！ 著者が東日本大震災に影響を受けて温めてきた 

物語。 

『おとうとが 
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ぼくの弟のテオは、まだ赤ちゃん。毎日ミルクを飲んで

ねむってる。ぼくはいっしょに遊びたいけれど、テオが

もっと大きくならないといっしょに遊べない。 

 

そこでぼくはテオが大きくなったら何をしようか考え

た。ふたりで自転車にのって、ジャングルへ行こう！ 

木の下のほらあなはぼくたちのひみつきち。夏になった

ら海辺に行こう！ 木の枝や貝がらでおしろを作るん

だ。それから…！ 

 

弟が大きくなったらどんなふうに遊ぼうか、お兄ちゃん

の想像が膨らみます。 

おおきくなったら』  

『ぐん太』 
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３さい～ ５さい～ ０さい～ 

ねずみくんがバックしながら線を引いて

います。すると「どん！」とうさぎさん

にぶつかります。２匹は「あはは」と

笑って、またバックします。次はくまさ

んにぶつかって、それからごりらくんに

ぶつかって、最後はみんなで「あはは」

とわらいます。テンポよく読んであげら

れる絵本です。 

ゆかにある小さなひなたを見つけまし

た。ねこがそこを通ると、ひなたが背

中に乗っかって通りすぎていきまし

た。そんなひなたがだんだん小さく

なっていったので、小さな手でつかま

えて…。 

日常の中のちょっとしたふしぎを発見

したくなる一冊です。 
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「すっぱいのがすき」、「あまいのがす

き」。「あついひだいすき」、「さむい

ひだいすき」。「クモ、かわいいよ」、

「いやだー！」 

 それぞれのすきなものを教え合ってい

て気づいたことって？ どんなにちがっ

ていても友だちになれるということに気

づかせてくれる一冊です。 

『げんこつやまのたぬきさん』  

ねこさん親子がひなたぼっこをしても

ふっ。うさぎさん親子がおいかけっこ

をしてもふっ。ラッコさんおやこはお

よぎの練習のあとでもふっ。いぬさん

親子は体を乾かしてもふっ。 

絵本を読みながら赤ちゃんといっしょ

にもふっとしたくなりますよ。 

『やさしいライオン』 

みなしごライオンのブルブルとお母さん

がわりの犬のムクムク。ブルブルはムク

ムクに育てられて大きく成長していきま

した。ところが2ひきははなればなれ

に…。ブルブルはいつしかサーカスの人

気者になっていましたが、ムクムクのこ

とがわすれられず…。半世紀近く読み継

がれた絵本の復刻版です。 

げんこつやまの頂上に、いろいろな動物

が登っていきます。うさぎ、ぶた、ク

マ、パンダ、キリン、ゾウ…。きんぎょ

もなまずもやってきましたが、とちゅう

で断念。タヌキの家族もやってきて、タ

ヌキの赤ちゃんはスヤスヤねんね…・。

巻末にわらべうた「げんこつやまのたぬ

きさん」の手遊び解説もついています。 

『2ひきのカエル そのぼうきれ、どうすんだ？』 

スイレンの葉の上にいる2ひきのカエ

ル。ぼうきれを持っている1ぴきに、も

う1ぴきが質問します。そのぼうきれ、

どうするんだと。ぼうきれを持っている

カエルの説明も、それを返すカエルの言

葉もおもしろくて夢中になっていくこと

間違いなし。迫力のある絵に子どもも

ぐっと引き込まれそう。 

小さなハリネズミは、家に帰る途中、

いろんなものに興味を持ちます。

「ちょっと待って」というたびに、大

きなハリネズミは、そばでいっしょに

ながめます。沈む夕日、昇る月、花、

フクロウ、ホタルの群れ、数えきれな

いほどの星…。かえりみちを楽しみな

がら家にたどり着いたふたりは…。 

『あずきがゆばあさんととら』 
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『すきなものがちがうけど』  
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昔、深い山奥にあずきがゆばあさんが住ん

でいました。ある日、大きなとらがやって

きて、ばあさんを食べようとします。ばあ

さんは「おいしいあずきがゆをたらふく食

べてからわたしをがぶっと食べればいい」

と言い、それをきいたとらは山へ消えてい

きました…。ばあさんが食べられないため

にやった作戦とは？ 韓国の学校の教科書

にも載っている昔話です。 

訳/かみやにじ 

訳/木坂 涼 


